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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 195,364 ③ 目標値 21 － 118

 ( H26 ～ ) ② 176,408 ④ 実績値 21 － －

 [床] 達成率 100.0% － －

 目標値 7

実績値 5

達成率 71.4%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 5,063 ③ 目標値 100.0 100.0 100.0

 ( H25 ～ ) ② 4,799 ④ 実績値 100.0 100.0 －

 [％] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 90

実績値 109

達成率 121.1%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 10,028 ③ 目標値 5 7

 ( R4 ～ R6 ) ② 972 ④ 実績値 13 －

 [機関] 達成率 260.0% －

 目標値 2

実績値 2

達成率 100.0%

急性期から回復期へ
機能転換した病床数

－医療政策課 30,928

　地域における総合的な医療提供体制を確保
するため、地域医療介護総合確保基金を活用
し、医療情報の連携や病床の機能分化等に必
要な施設・設備整備を行う医療法人等に対し
助成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

回復期病棟等整備医
療機関数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

1

地域医療介護総合確保施設設備整備事業 ①地域医療情報連携ネットワーク構築事業
　  病院や診療所、薬局等の診療情報等を共有する地
  域医療情報ネットワークの構築への助成
　（補助率2/3、２団体）
②回復期病棟等施設設備整備事業
　　回復期病棟の増築・改修等に必要な施設・設備整
　備への助成（補助率2/3、５機関）
③病床機能再編支援事業
　  病床機能の再編に自主的に取り組む医療機関への
  助成（定額補助、６機関）
④救急医療体制充実強化事業
　　救急搬送時に使用する遠隔画像伝送システムの機
　能強化や、医療関係者間での画像共有システム
　（Join）の導入への助成（補助率2/3、29施設）

129,732

　大分市の地域医療情報連携ネットワークである「おおいた医
療ネットワーク」の令和６年度本格稼働に向け、構築費を助成
した。また、完成が令和５年度以降となる回復期リハビリテー
ション病棟(118床)や機能訓練室等の整備を支援した。
　引き続き団塊の世代が75歳以上となる2025年に向け、地域医
療の充実を推進する。

[機関]

救急医療機関の救急
医療連携システム
（Join）整備数

目標値

(うち国庫支出金)
実績値 29

589,318 538,575
達成率 93.5%(8,800) (0) [機関]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

2

在宅医療提供体制整備事業 ①心不全対策推進事業
　  多職種による事例検討会の開催(５回)
②在宅医療を担う人材の育成
　・在宅医療セミナーの開催(３回）
　・退院支援強化研修(１回)、訪問看護ステーション
　　管理者育成研修(１回)、小児訪問診療対応研修
　　(２回)
③在宅医療サービス充実のための施設・設備整備
　　訪問診療や訪問看護に必要な医療機器等の整備へ
　の助成(補助率2/3、２施設)
④人生会議の普及啓発
　・人生会議に関するセミナーの開催(２回)
  ・人生会議普及啓発リーフレットの配布（161か所）

2,626

13,022
達成率 120.0%(0) (2,531) [人]

31予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

各在宅医療圏で在宅
医療が提供される割
合 Ａ医療政策課 534

　地域包括ケアシステムの基盤の一つである
在宅医療提供体制を強化するため、在宅医療
に携わる医療従事者等の研修を行うととも
に、自らが望む人生の最終段階における医療
等について、前もって考え、家族等と話し合
い、共有する取組（人生会議）の普及を図
る。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

訪問看護ステーショ
ン強化推進事業研修
参加者数

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　在宅医療従事者の育成研修会や県民への普及啓発を行い、全
ての在宅医療圏で在宅医療が提供された。
　引き続き県医師会や看護協会等と連携しながら普及啓発事業
を進め、在宅医療を担う医療従事者の養成や、在宅医療実施医
療機関数の増加・質の向上を目指すとともに、人生会議に関す
る県民や医療従事者等への普及啓発を促進する。

[人]

人生会議に関するセ
ミナー参加者数

目標値 100予算額

120
15,727

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

3

オンライン診療推進事業 ①へき地における実証実験の実施
　　高齢者にも利用しやすいオンライン診療の形態や
　聴診音伝達システム等のICTデバイスを用いた診療を
　実証
　　・実証箇所：２か所（国東市、竹田市）
②適切なオンライン診療実施に向けた普及啓発
　・医師、看護師等を対象としたセミナーの開催
　　(２回)
　・県民向けリーフレットの作成
③在宅医療現場での実装
　　オンライン診療の受診を支援する訪問看護師用タ
　ブレットの導入への助成（補助率1/2、17施設33台）

917

11,917

[人]

離島・へき地におけ
るオンライン診療実
施医療機関数 Ａ医療政策課

　地域の実情に応じたオンライン診療を推進
するため、オンライン診療対応医療機関を見
える化するとともに、在宅医療現場での実
装、へき地における実証に取り組む。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

離島・へき地におけ
るオンライン診療モ
デル事業実施箇所数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　交通アクセスに課題があるへき地での実証実験の実施や、在
宅医療現場での実装に取り組み、医療現場でのオンライン診療
の活用が推進され、受診機会の充実につながった。
　引き続き医療従事者の理解促進に努め、へき地等での実装を
推進する。

[機関]

医師、看護師等を対
象としたセミナーの
参加者数

目標値 100予算額 決算額

達成率 155.0%(0) (0)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 155

12,300

－1－
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 49,464 ③ 目標値 100.0 100.0 100.0

 ( S36 ～ ) ② 40,634 ④ 実績値 100.0 100.0 －

 [％] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 20

実績値 20

達成率 100.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 100,934,811 ③ 目標値 18 18 18

 ( H30 ～ ) ② 13,687,036 ④ 実績値 18 18 －

 [市町村] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 11

実績値 12

達成率 109.1%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 39,877 ③ 目標値 53 65 74

 ( H22 ～ ) ② 1,219 ④ 実績値 53 65 －

 [人] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 20

実績値 6

達成率 30.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

4

へき地医療対策事業 ①へき地医療に要する設備整備への助成
　・対象機関：へき地医療拠点病院、へき地診療所
　・対象経費：医療機器、巡回診療車、給水設備等
　・補 助 率：1/2～10/10
②へき地診療所の運営費への助成
　・対象機関：へき地診療所
　・対象経費：診療所の運営に要する経費
　・補 助 率：2/3
③巡回診療、代診医等派遣への助成
　・対象機関：へき地医療拠点病院
　・対象経費：巡回診療や代診医等派遣に要する経費
　・補 助 率：10/10
④へき地医療支援機構運営事業
　　へき地医療支援に係る調整及びへき地医療拠点病
　院に対する指導、調整
　
　

32,843 代診医等派遣要請対
応率

Ａ医療政策課 273

　地域の人々が、どこでも適切に医療を受け
られる体制を整備するため、代診医等の派遣
調整を行うとともに、へき地医療拠点病院が
行う巡回診療・代診医等派遣、へき地診療所
の運営及び医療機器の整備等に係る経費を助
成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

巡回診療、代診医等
派遣を実施した医療
機関数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　へき地医療拠点病院が実施する巡回診療や代診医等派遣によ
り無医地区等の住民の受療の機会が確保されるなど、地域の実
情に応じたへき地医療が確保された。
　引き続きこれらの取組を継続するとともに、オンライン診療
の普及も進め、へき地における医療提供体制を維持していく。

[機関]

へき地医療拠点病院に
おける巡回診療、代診
医等派遣の実施数

目標値 417予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

5

国民健康保険事業特別会計 ①保険給付費等交付金
　　国民健康保険法に基づき、療養の給付等の国民健
　康保険事業に要する経費を市町村へ交付
②後期高齢者支援金等
　　高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、後期
　高齢者医療に係る保険給付費の大分県負担分を社会
　保険診療報酬支払基金に納付
③介護納付金
　　介護保険法に基づき、介護保険第２号被保険者に
　係る介護納付金の大分県負担分を社会保険診療報酬
　支払基金に納付
④データヘルス推進事業
　・保険・医療・介護データの個人レベルでの分析
　・特定健診、がん検診の受診率向上に向けた普及啓
　　発

4,551,994

(うち国庫支出金)
実績値 419

124,497 124,242
達成率 100.5%(0)

分析結果に基づいた
施策を立案したモデ
ル市町村数 Ａ国保医療課 97,135

　市町村国保の安定的な財政運営や効率的な
事業実施を確保するため、県が中心的な役割
を果たし、市町村と国保運営を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

国保・保健・介護関係課
の連携によるデータ分析
に取り組んだ市町村数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

(83,591) [回]

　健診、医療データから治療中断者等を把握する受診勧奨や生活習
慣病の重症化予防に関する普及啓発を実施した。令和６年度からの
第３期データヘルス計画期間及び全市町村での高齢者の保健事業と
介護予防の一体的実施に向けて、全市町村の国保・後期高齢者医療
加入者の健診、医療、介護データを活用した課題分析を行い、各市
町村における効果的な保健事業の実施を支援した。
　引き続き今回のデータ分析結果を活用し、共通評価指標の設定や
効果的な取組の標準化を推進する。

[市町村]

目標値
予算額 決算額

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

120,737,426 120,533,326
達成率(0) (34,997,368)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

6

地域医療教育・研修推進事業 ①地域医療支援センターの運営
　・委託先：大分大学医学部地域医療学センター
　・委託内容：地域医療提供体制の把握・分析
　　　　　　　人材育成
　　　　　　　医師の配置調整
　　　　　　　臨床研修病院見学バスツアー　など

②地域医療研修会の開催
　・対象：自治医科大学及び地域枠医学生
　・内容：へき地診療所等での体験研修(２回、57人)

41,096
達成率 73.1%(0) (0) [人]

臨床研修を修了した地
域枠医師の県内医療機
関への配置調整数 Ａ医療政策課

　地域医療に携わる医師の育成・確保を図る
ため、地域医療支援センターを設置し、医師
や医学生などに研修を行うほか、地域中核病
院等への医師配置調整や研修医等の確保に取
り組む。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

臨床研修病院バスツ
アー参加人数

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　臨床研修病院見学バスツアーを３年ぶりに開催したほか、地
域医療研修会もコロナ禍前に近い形で実施できた。また、臨床
研修を修了した地域枠医師の県内医療機関への配置も、地域医
療支援センターを通じて予定どおり実施することができた。
　今後も、オンラインを併用しながら、地域枠医師の県内定着
や県外からの即戦力医師の確保を目指す。

[人]

地域医療研修会参加
人数

目標値 78予算額

57
51,877

－2－
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 93,394 ③ 目標値 17 36 43

 ( H19 ～ ) ② ④ 実績値 25 36 －

 [人] 達成率 147.1% 100.0% －

 目標値 80

実績値 79

達成率 98.8%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 44,850 ③ 目標値 90.0 90.0 90.0

 ( R2 ～ ) ② 4,500 ④ 実績値 100.0 92.4 －

 [％] 達成率 111.1% 102.7% －

 目標値 28

実績値 26

達成率 92.9%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 33,625 ③ 目標値 8 8 8

 ( H20 ～ ) ② ④ 実績値 8 8 －

 [人] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 3

実績値 3

達成率 100.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

7

おおいた医学生修学サポート事業 ①大分県医師修学資金の貸与
　・対象：大分大学医学部地域枠学生
　・定員：13名
　・貸与金額：7,096,800円/６年
　・返還免除要件：貸与期間の1.5倍の期間、県が指
　　　　　　　　　定する医療機関で医師として勤務

93,394

地域枠卒業医師の地
域勤務者数

Ａ医療政策課

　地域の医師不足の解消を図るため、地域医
療への貢献を志す県内出身の医学生に対し
て、修学資金を貸与する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

大分県医師修学資金
貸与者数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　令和４年度から運用を見直し、地域枠卒後３年目の医師に地
域勤務を義務づけたことなどにより、地域の中核病院で勤務す
る医師は大幅に増加した。
　今後は、地域枠卒後医師が、不足の著しい特定の診療科を専
攻しやすくする仕組みづくりを検討し、診療科の偏在是正を推
進する。

[人]

目標値
予算額 決算額

達成率(0) (0)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

93,395

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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医師偏在解消推進事業 ①大分県医師研修資金の貸与
　　地域中核病院や小児科・産婦人科・救急科（令和
　４年度追加）で専門研修を行う医師に対する研修資
　金の貸与（26人）
　　・貸与額：15万円/月
　　・貸与期間：３年間上限
②大分県医師留学資金の助成
　　地域中核病院や小児科・産婦人科に勤務する医師
　が、診療技術修得のために行う研修への助成
　 （補助率1/2、２人）
③総合的な医師確保対策
　・地域医療対策協議会の開催（２回）
　・無料職業紹介所「ドクターバンクおおいた」の運
　　営
　・臨床研修病院合同説明会の開催（１回）

477 研修資金貸与終了者
（直近５年間）の県
内定着率 Ａ医療政策課

　地域医療を担う医師の確保及び地域や診療
科の偏在解消を図るため、地域の中核的な病
院や小児科・産婦人科・救急科で専門研修を
行う医師に対して研修資金を貸与するほか、
臨床研修医の確保に向け医学生と病院との
マッチング等を実施する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

研修資金貸与中医師
数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　地域中核病院や小児科、産婦人科及び救急科で専門研修を行
う医師や、診療技術習得のために国内外で研修を実施する地域
中核病院等を支援することで、医師の県内定着率の向上と地域
や診療科の偏在の解消を推進することができた。
  引き続き大分大学と連携して、地域・診療科偏在の解消に取
り組む。

[人]

留学研修派遣医師数 目標値 4予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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おおいた地域医療支援システム構築事業 ①地域医療支援システムの運用
　・大分大学医学部における指導体制の構築
　　　専任医師の配置（小児科：２人、産婦人科：１
　　人）による、小児科、産婦人科の教育・研修環境
　　づくりと人材育成プログラムの研究開発・運用
　・共同研究参加市町村への医師の派遣
　　　地域医療の充実を図るため、大分大学の専任医
　　師の指導の下、参加市町村内の病院に対し小児科
　　医や産婦人科医を派遣
　（医師派遣数）
　　　中津市民病院：小児科３人、産婦人科３人
　　　国東市民病院：小児科１人
　　　杵築市立山香病院：小児科１人

(うち国庫支出金)
実績値 2

51,753 49,827
達成率 50.0%(0)

小児科・産婦人科医
の医師派遣数

Ａ医療政策課

　小児科・産婦人科の医師不足の解消を図る
ため、県内の地域医療の状況に精通し、優れ
た医療人材を有する大分大学医学部と連携し
て、地域の中核病院の小児科医や産婦人科医
を支援するシステムを運用する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

人材育成プログラム
の研究開発・運用を
行う専任医師数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

(73) [人]

　小児科・産婦人科の医師不足が深刻な地域の中核病院に、大
分大学に所属する医師を計画どおりに派遣することができた。
　今後も、大分大学医学部と連携して、地域における小児科医
や産婦人科医の確保に努める。

[人]

共同研究参加市町村
数

目標値 3予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 3
33,625 33,625

達成率 100.0%(0) (0) [市町村]

－3－
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 25,270 ③ 目標値 7 9 11

 ( H21 ～ ) ② 22,743 ④ 実績値 8 9 －

 [人] 達成率 114.3% 100.0% －

 目標値 2

実績値 1

達成率 50.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 144,637 ③ 目標値 8.0 8.0

 ( R4 ～ ) ② 30,324 ④ 実績値 5.8 －

 [％] 達成率 127.5% －

 目標値 200

実績値 252

達成率 126.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 31,223 ③ 目標値 20 20 20

 ( H17 ～ ) ② 20,328 ④ 実績値 20 20 －

 [病院] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 365

実績値 365

達成率 100.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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医療機関医師等支援事業 ①勤務医の労働時間短縮に向けた体制整備事業
　　地域医療体制確保加算（一定の実績を有する救急医
　療機関を対象とした診療報酬制度上の労務管理加算）
　の対象とならない医療機関が行う救急救命士へのタス
　クシェアの取組等への助成
　（補助率2/3～10/10、１機関）
②産科医等確保支援事業
　　分娩手当を支給する分娩取扱機関への助成
　　（補助率1/3、28機関）
③女性医師短時間正規雇用支援事業
　　代替医師雇用経費への助成
　　（補助率1/6～1/2、６件）
④女性医師復職支援事業
　　医療機関の復帰支援プログラム作成を支援する
  大分大学女性医療人キャリア支援センターへの助成
　　（補助率2/3、６機関）

22,469 短時間正規雇用制度
で勤務する女性医師
数 Ａ医療政策課 1,068

  質の高い医療人材を確保するため、医療機
関の勤務環境の改善や女性医師の職場復帰に
向けた取組を支援する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

労働時間短縮に向け
た体制整備事業を
行った医療機関数

(うち繰越事業費)
決算額

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　労働時間短縮に向けた体制整備や分娩手当支給、短時間正規
雇用の導入を行う医療機関を支援するとともに、新たに女性医
師復帰支援プログラムの作成を支援することで、医師の離職防
止や産育休から復帰しやすい環境づくりを進めることができ
た。
　今後は、短時間正規雇用の支援対象を男性医師や介護との両
立にも拡大するなど、より多様な働き方の導入を推進してい
く。

[機関]

分娩手当の助成を
行った分娩取扱医療
機関等数

目標値 28予算額

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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看護職員確保総合対策事業 ①看護師等養成所の運営費への助成
　・対象施設：看護師等養成所（10校）
　・補 助 率：定額（基準単価：前年度比＋2.49％）
②看護師等修学資金の貸与
　・対　象：看護師等養成所の学生
　・貸与枠：82人（県内52人、県外20人、准看10人）
③ナースセンターの運営
　・委 託 先：（公社）大分県看護協会
　・委託内容：未就業看護師の再就業促進のための
　　　　　　　講習会や無料職業紹介　など
④新人看護職員研修事業
　・医療機関が行う新人看護職員研修や医療機関受入
　　研修への助成（補助率1/2、35件）
　・臨床研修実地指導者養成研修の実施（２回）

17,329

実績値 28
106,766

101,438
(27,133)

達成率 100.0%(0)

新人看護職員離職率
（新人看護研修参加
医療機関） Ａ医療政策課 17,233

　看護職員の確保、定着を図るため、修学資
金の貸与や看護師等養成所の運営支援を行う
とともに、新卒者の就業促進や潜在看護師の
掘り起こし、新人看護師研修などを支援す
る。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

看護の地域ネット
ワーク推進会議延べ
参加施設数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

(0) [機関]

　看護師等養成所の運営支援や修学資金の貸与枠の拡大（20人
増）などにより、県内で就業を志望する看護学生を確保、拡大
することができた。また、新人看護職員を対象とした研修等に
より、リアリティショックの軽減を図ることで新人看護職員の
離職率は昨年度より低下し、目標を達成した。
　今後は、ニーズの高まりが見込まれる訪問看護師など、看護
領域の偏在解消にも努めていく。

[施設]

新人看護職員研修受
講者数

目標値 350予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 359
218,470 215,588

達成率 102.6%(0) (0) [人]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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精神科救急医療システム整備事業 ①精神科救急医療体制確保
　　夜間・休日における緊急の受診が必要な患者の受
　入体制の確保
　（委託先：大分県精神科病院協会）

②精神科救急情報センター設置・運営
　　夜間・休日における精神医療相談対応等
　（委託先：民間コールセンター）

③身体合併症救急医療体制整備
　　24時間365日対応可能な身体合併症患者の受入体制
　の整備
　（委託先：大分大学）

④大分県精神疾患医療連携協議会
　　精神科救急医療体制の強化・充実に関する検討

12,101

64,156
達成率 100.0%(0) (27,487) [日]

当番病院体制協力病
院数

Ａ障害福祉課 197

　精神科医療を必要とする患者やその家族
が、安心して日常生活を過ごせる環境を整え
るため、夜間・休日の電話相談や身体合併症
患者の受入体制の整備等を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

精神科救急情報セン
ター開所日数

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　民間精神科病院及び県立病院精神医療センターによる受入体
制のほか、電話相談体制や身体合併症患者の受入体制を確保し
た。
　上記体制が適切に機能するよう、今後も関係機関と連携し、
精神障がい者やその家族が安心して日常生活を過ごせる体制の
確保を図る。

[日]

身体合併症医療体制
整備日数

目標値 365予算額

365
64,210

－4－
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 39,393 ③ 目標値 120 120 120

 ( H30 ～ ) ② 4,432 ④ 実績値 135 182 －

 [人] 達成率 112.5% 151.7% －

 目標値 570

実績値 560

達成率 98.2%

No.

 

 ( H8 ～ )

 

 

No.

 

 ( H29 ～ )

 

 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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災害医療体制整備推進事業 ①災害医療体制強化のための施設整備
　　浸水対策や非常用自家発電装置などの整備に対す
　る助成（補助率1/3、４機関）
②大分DMATの体制整備
　　隊員養成研修の実施（１回、31人受講）
③災害医療コーディネーターの育成・確保
　　厚生労働省主催の統括DMAT研修への参加費用を助
　成し、受講者を災害医療コーディネーターに登録
　（３人）
④災害医療従事者の育成
　　広域災害救急医療情報システム(EMIS)操作研修の
　実施（２回、47人受講）
　  ※EMIS：災害発生時における医療機関の被災状況
　　　等を迅速に把握するためのシステム
　　 （Emergency Medical Information System）

95 実災害に対応又は実
動訓練に参加した大
分DMAT隊員数 Ａ医療政策課 32

　災害医療体制の充実を図るため、災害・事
故現場で救命措置等を行う災害派遣医療チー
ム（DMAT）等に対して研修を実施するととも
に、医療機関の設備整備を支援する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

大分DMAT隊員数 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　大分DMAT隊員養成研修の実施により、前年度から13人増とな
る560人の隊員の確保につなげることができた。また、災害拠点
病院における非常用自家発電設備などの整備を支援すること
で、災害時の医療提供体制の強化を図ることができた。
　今後も、既存の取組を継続しながら、新たな取組にも着手
し、地域における災害医療体制の充実を推進する。

[人]

目標値
予算額 (うち繰越事業費)

決算額

達成率(0) (49,670)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

114,210
55,040

(17,538)
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難病特別対策推進事業 ①難病相談・支援センター事業
　　難病患者等の療養生活における相談・支援、研修会の開催、患者会支援
②重症難病患者医療ネットワーク事業
　　重症難病患者の入院施設の確保
③難病患者地域支援ネットワーク事業
　　保健所・地域の医療機関・市町村等の連携による在宅療養支援、患者会による家庭相談員事業
④難病患者等ホームヘルパー養成研修事業
　　難病患者等のニーズに対応したホームヘルパーの養成

　コロナ禍においても、患者・家族への相談対応、訪問指導等の支
援を継続して実施し、在宅療養支援計画策定件数は、前年度よりも
増加した。
　引き続き保健所での指定難病医療費助成の申請時の相談、難病相
談・支援センターにおける相談等を契機に、医療機関、地域の関係
機関、市町村と連携し、人工呼吸器装着難病患者などの重症入院患
者が在宅で療養するための支援計画を策定し、患者やその家族の不
安の軽減や安定した在宅療養の継続に寄与する。

健康づくり支援課

  難病患者に対し、地域における受入病院の
確保を図り、在宅療法上の適切な支援を行う
とともに、相談、支援、交流活動、就労支援
などを行う拠点病院を設置することによっ
て、安定した療養生活の確保と難病患者及び
その家族の生活の質の向上を図る。

10,820 8,988

主 な 事 業 内 容 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

15

骨髄移植ドナー支援事業 ①骨髄移植ドナー助成費補助事業
　　骨髄等を提供したドナー及びドナーが従事する事業所に対し助成した市町村への補助
　 （補助率1/2）

②登録説明員養成事業
　　ドナー登録受付や呼びかけを行う登録説明員の養成

　新型コロナウイルス感染症の影響により、県内の骨髄バンク
ドナー登録者数は例年よりも少なかったが、ＪＲ大分駅前での
街頭キャンペーンなど、10月の推進月間を中心に実施した普及
啓発活動により周知を図ることができた。
　引き続き骨髄バンクドナー登録の拡大を図るため、普及啓発
活動や登録説明員の養成に努める。

健康づくり支援課

  骨髄移植等の一層の推進を図るため、骨髄
移植ドナーの負担感軽減と企業の取組を促進
することにより、ドナー登録者の拡大と骨髄
等を提供しやすい環境を整備する。

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

1,200 224

予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

(0) (5,347)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費

予算額 決算額

(0) (0)
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和５年度 評価

 ① 1,084,642 ③ 目標値 1,283 1,281 1,306

 ( S54 ～ ) ② 376 ④ 実績値 1,249 1,251 －

 [人] 達成率 97.3% 97.7% －

 目標値 83.4

実績値 94.2

達成率 112.9%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費

医療政策課

　質の高い医療を県民に提供するため、県立
病院の高度・専門・政策医療の運営や、施設
等の改良に要する経費に対し、負担金を交付
する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

紹介率(他医療機関か
らの紹介患者数/初診
患者数)

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

県立病院対策事業 ①県立病院負担金
 　 県の保健衛生事務や、がん診療、救急医療などの
　高度・専門医療、急性期医療等に必要な経費につい
　て、地方公営企業法に基づき、病院事業会計に対し
　て一般会計から負担金を交付

②運用利息積立金
    大分県立医療施設整備基金に係る運用利息の積立

達成率 117.3%(0) (0)

　新型コロナウイルス感染症患者に対応するため、病床を一部縮小
したこと等により、１日あたりの患者数は目標を達成できなかった
が、重症度の高い患者の治療を行い、感染症指定医療機関としての
役割を果たした。また、基幹病院として、救急医療や周産期医療等
の高度・専門・政策医療を継続的に提供することができた。
　今後も、医療機能の充実や良質な医療提供体制の確保、地域医療
機関との連携等を図るとともに、新たな感染症に対応するための人
材育成や体制構築を進める。

[％]

逆紹介率(他医療機関
へ紹介した患者数/初
診患者数)

目標値 121.1予算額 決算額

16

[％]

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 142.0

1,085,018 1,085,018

１日あたりの患者数

Ｂ
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